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10(『アエラ』2012 年 2 ⽉ 6 ⽇号「六ヶ所村・再処理⼯場再開の暴挙、真下には『巨⼤活断層』」)



下北半島の太平洋側の海岸線沿いには
標⾼30〜40mの海成段丘がひろがっている

海域の⼤陸棚外縁断層が、過去から現在に
かけてくり返し活動し地震を起こし
陸地を隆起させてきた結果である

⻑⼤な活断層が南側で枝分かれし、
その⼀⽅が六ヶ所再処理⼯場の直下に潜り
込んでいて、敷地の近傍の⼟地を⼤きく
変形させている

共同通信2008年5⽉24⽇より

六ヶ所断層（⼤陸棚外縁断層）の活動による
六ヶ所再処理⼯場の敷地近傍の⼟地の変形の様⼦
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六ヶ所断層周辺における海成段丘面の変形と地形発達活断層研究　44号 7

分され，M2面も含めて水平な複数の海成段丘面が近接し
て分布していることが図示されている．しかし，本地域の
M1面を細分することはできない．また，M1面・M2面お
よびそれらの段丘面構成層が海側へ異常に傾斜しているこ
とは明らかである．

4．考察

4.1　六ヶ所断層の活動による海成段丘面の変形
　Loc.5付近では，出戸西方断層の隆起側・低下側いずれ
においても，M1面あるいはM2面は海側（東側）へ異常に
傾斜している（第6図のX-X’）．このため，この地域の海
成段丘面の撓曲（六ヶ所撓曲）が出戸西方断層の活動によ
るものとは考えられない．六ヶ所撓曲の基部は，第6図の
X-X’の東端部よりさらに東側にある可能性が高い．また，
地下構造を見ても，出戸西方断層は東へ傾斜する撓曲構造
の中に存在する活断層である（渡辺ほか，2008）．このよ
うに，出戸西方断層は，六ヶ所断層が形成する幅広い撓曲
崖（六ヶ所撓曲）の中に形成された副次的な活断層である
と考えられる．
　日本原燃株式会社（2014）では，Loc.5付近の撓曲は出
戸西方断層の活動によるものとされ，Loc.6より南方では
海成段丘面に変形はないように図示されている．しかし，
六ヶ所撓曲は，Loc.6の南方（第5図の地点BやLoc.7）にお
いても，M1面やM2面の海側（東側）へ異常な傾斜とし
て認識できる．また，同様の撓曲は尾駮沼より南の地域
のM1面にも認められている（第2図：渡辺ほか，2008）．
六ヶ所撓曲を形成する六ヶ所断層は、調査地域から鷹架沼
の南方まで連続している活断層であることは確実である．
　六ヶ所撓曲を挟んだM1面とM2面の比高は，Loc.5付近
では約27 m以上であり，M2面の見かけの鉛直変位量は
18 m程度である（第6図のX-X'）．また，Loc7付近におけ
るM1面とM2面の比高は，8～9 mである（第6図のY-Y’）．
M1面の低下側にはM2面堆積物がアバットしているので，
六ヶ所断層の活動によるM1面の鉛直変位量は，上記した
数値より大きい．また，前述したように，第6図のX-X’断
面は六ヶ所撓曲の東端部に到達していない可能性が高いの
で，上記したM2面の鉛直変位量も下限値である．
　Loc.5においては出戸西方断層による短波長の変位が明
瞭であるため，測量範囲においてはLoc.7より大きめの数
値となったのであろう．より広い範囲で鉛直変位量を求め
ることができれば，Loc.7付近におけるM1面の鉛直変位量
はもっと大きくなる可能性が高い．これらを総合すれば，
尾駮沼北方におけるM1面の鉛直変位量は約30 m以上とな
ろう．
　尾駮沼と鷹架沼との間でも，M1面には約30 mの鉛直変

位が認められているが，鷹架沼の南ではM1面の鉛直変位
量は最大でも20 m程度と小さくなる（渡辺ほか，2008）．
したがって，六ヶ所断層の鉛直方向の平均変位速度は，
0.25 m/ky以上であると考えられる．また，六ヶ所断層の
活動度は南方では減少しており，調査地域より南方へは長
くは連続しない可能性がある．

4.2　海成段丘面の海側への撓曲と地形発達
　以上述べたように，Loc.5付近においては，六ヶ所断層
の活動によってM1面は海側（東側）へ撓曲しており，M1
面の傾斜は2度程度から5～6度と，海側へ傾斜を増して
いる．そして，M2面構成層は六ヶ所撓曲にアバットして
おり，M2面自体も2～3度撓曲している（第3図，第6図の
X-X’）．ここでは段丘崖も判然としておらず，M1面とM2
面を地形的に分離して図示することは非常に困難である．
　また，その南方のLoc.7周辺においても，M1面の傾斜は
0.5度程度から2度程度へと，海側へ傾斜を増すように撓曲
している（第5図，第6図のY-Y’）．M1面の海側に分布す
るM2面も，海側へ1.3度程度傾斜している（第4図）．M1

第7図　撓曲崖が海岸線と並走する地域の模式的地形発達.

Fig.7　Schematic landform development along the flexural scarp 

extending parallel to the coast line.

　　After the M1 surface was deformed (A), the terrace deposits of 

the M2 surface abut on the flexural scarp (B). Finally, the M1 and 

M2 surfaces will converged upon in the scarp (C). 

渡辺満久2016，
六ヶ所断層周辺における
海成段丘⾯の変形と地形発達

12万〜13万年前の
地層

10万年前の
地層







準備書面（214）の図3 M1面とM2面の変形を示す地形・地質断面（図2のX̶Y）
甲D第240号証，渡辺満久,「広い撓曲崖を形成する六ヶ所断層̶原子力規制委員会に
よる適正な審査のために」（『科学』，88巻，No.1，2018年1月号）より．



準備書面（214）の図4 露頭スケッチ（図2の露頭4）
甲D第240号証，渡辺満久,「広い撓曲崖を形成する六ヶ所断層̶原子力規制委
員会による適正な審査のために」（『科学』，88巻，No.1，2018年1月号）所収

の図に水色の1.3°の線と緑の2°の線を加筆．

















準備書面（214）の図12 層面すべり断層（イ断層）は六ヶ所断層の存在の根拠

渡辺満久，「六ヶ所再処理工場周辺における活断層評価への疑問」，六ヶ所学習
会（連合会館 2019年6月28日）資料より．
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資料1-3 再処理施設、廃棄物管理施設、MOX燃料加⼯施設敷地内断層の活動性評価について
2020年7⽉13⽇（https://www2.nra.go.jp/disclosure/meeting/ETS/202007.html）
（ https://www2.nra.go.jp/data/000318371.pdf）

https://www2.nra.go.jp/disclosure/meeting/ETS/202007.html
https://www2.nra.go.jp/data/000318371.pdf
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断層名 断層長䛥 䝬䜾䝙䝏䝳䞊䝗
䠩

等価震源距離
䠴䡁q䠄䡇䡉䠅

陸
域

出戸西方断層 約11km 6.5 8.1

横浜断層 約15km 6.8 22

上原子断層 約5km
連動考慮
約51km 7.7 42七戸西方断層 約

46km

折爪断層 約53km 7.7 70
出戸西方断層䛻䜘䜛地震

¾ 前頁䛻示䛧䛯䠐地震䛻䛴い䛶、Noda et al.䠄2002䠅䛾方法䛻䜘䜚応
答䝇䝨䜽䝖䝹䛾比較䜢行䛳䛯。

¾ 䛭䛾結果、「敷地䛻大き䛺影響䜢与え䜛䛸予想䛥䜜䜛地震」䠄検討用
地震䠅䛸䛧䛶、「出戸西方断層䛻䜘䜛地震」䜢選定䛩䜛。
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⪏専㻓㻥㻥㻘䠩㻢㻚㻡㻘㼄㼑㼝㻩㻤㻚㻝㼋出戸す方断層

⪏専㻓㻥㻥㻘䠩㻢㻚㻤㻘㼄㼑㼝㻩㻞㻞㼋横὾

⪏専㻓㻥㻥㻘䠩㻣㻚㻣㻘㼄㼑㼝㻩㻣㻜㼋折∎

⪏専㻓㻥㻥㻘䠩㻣㻚㻣㻘㼄㼑㼝㻩㻠㻞㼋上原子䡚七戸延㛗∧

(h=0.05)

出戸す方断層による地㟈㸦M6.5, Xeq=8.1km㸧

横浜断層による地㟈㸦M6.8, Xeq=22km㸧

折∎断層による地㟈㸦M7.7, Xeq=70km㸧

上原子断層㹼七戸す方断層による地㟈㸦M7.7, Xeq=42km㸧

ᾃώᾂ 内陸地殻内地震὾ᾃώᾂώᾀ 検討用地震ỉ選定

敷地Ệ大Ẩễ影᪪ử与ảỦể予想ẰủỦ地震ỉ検討ṟ

H30.10.31
資料1-4-1
p117再掲

資料1-4-1 再処理施設、廃棄物管理施設、MOX燃料加⼯施設基準地震動の策定について
2020年7⽉13⽇（https://www2.nra.go.jp/disclosure/meeting/ETS/202007.html）
（ https://www2.nra.go.jp/data/000318387.pdf）

https://www2.nra.go.jp/disclosure/meeting/ETS/202007.html
https://www2.nra.go.jp/data/000318371.pdf
https://www2.nra.go.jp/data/000318387.pdf
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¾ 出戸す方断層䛾㛗䛥䛿䚸OT-1㟢㢌位置䠄北端䠅䛛䜙C測線䠄南端䠅䜎䛷䛾約11km䛷䛒䜛䚹

䕔断層䛾位置及䜃㛗䛥䛻䛴䛔䛶

ᾃώᾂ 内ᨕ地殻内地ᩗ὾ᾃώᾂώᾁ 出戸西方断層ỉ地ឋᛦ査結果ỉ概ᙲ

地ឋᛦ査結果Ṟᾉ断層ỉ位置及ỎᧈẰ

H30.10.31
㈨料1-4-1

p118加㝖修正
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䞉薄片ほ察結果䛻䜘䜜䜀䚸最新㠃䛷䛾変位䝉䞁䝇䛿正断層䝉䞁䝇䛷
䛒䜚䚸出戸す方断層䛾㏫断層䝉䞁䝇䛸㐠動䝉䞁䝇䛿異䛺䜛䚹
䞉㟢㢌䛻䛚䛡䜛断層䛾破砕幅䛿約1cm䛷䛒䜚小䛥䛔䚹

OT-1㟢㢌

B測線

䕿南端位置
䞉C測線䠄B測線䛛䜙南方245m䛾位置䠅
䞉䠶測線以南䛻䛿䝸䝙䜰䝯䞁䝖䞉変動地形䛿判ㄞ䛥䜜䛺䛔䚹
䞉出戸す方断層䛸同䛨す傾斜䛾㏫断層䛜ㄆ䜑䜙䜜䛺䛔䚹
䞉䜲断層䚸䝻1断層䚸䝻2断層䛿䚸㐃続性䛜乏䛧䛟䚸累積性䛜䛺䛔䛣䛸䛛䜙䚸䛣䜜
䜙断層䜢出戸す方断層䛾副次的䛺断層䛸䛧䛶安全側䛻ホ価䚹
䞉出戸す方断層及䜃副次的䛺断層䛿䚸C測線以南䛻ㄆ䜑䜙䜜䛺䛔䚹
䞉㮚架層䛾地㉁構㐀䛿䚸C測線付㏆䜢境䛻南北䛷異䛺䜛䚹

㤿㛛川

北川左岸䛾䝪䞊䝸䞁䜾
ㄪ査位置

資料1-4-1 再処理施設、廃棄物管理施設、MOX燃料加⼯施設基準地震動の策定について
2020年7⽉13⽇（https://www2.nra.go.jp/disclosure/meeting/ETS/202007.html）
（ https://www2.nra.go.jp/data/000318387.pdf）

https://www2.nra.go.jp/disclosure/meeting/ETS/202007.html
https://www2.nra.go.jp/data/000318371.pdf
https://www2.nra.go.jp/data/000318387.pdf
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https://www2.nra.go.jp/data/000318387.pdf


原⼦⼒規制委員会の審査は「敷地内及び敷地周辺の地質・
地質構造調査に係る審査ガイド」に反する

〔解説〕
（１）〜（４）省略
（５）顕著な海岸隆起によって累積的な変位が認められる地域では、
弾性波探査によって断層が確認されない場合でも、これをもって直ちに
活断層の存在を否定せず、累積的な変位を説明する適切な地殻変動を
検討する必要がある。また、海底に顕著な変動地形が認められる場合にも、
それを合理的に説明できる活断層を想定する必要がある。

渡辺教授の『科学』、Vol.89 No.12（2019年12⽉）の冒頭でも、
下北半島東部全体の隆起について指摘されている通り、六ヶ所地域には
標⾼30〜40メートルの中位段丘が広く分布している。にもかかわらず、
六ヶ所再処理⼯場の審査では、この海岸隆起を合理的に説明する活断層
（⼤陸棚外縁断層および六ヶ所断層）が想定されていない。このような審査は、
「敷地内及び敷地周辺の地質・地質構造調査に係る審査ガイド」に違反する
ものであり、このような誤りは看過しがたい重⼤なものである。
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渡辺満久ほか2008，下北半島南部における海成段丘の撓曲変形と逆断層運動，
活断層研究，29号，pp.15-23，2008
https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr1985/2008/29/2008_15/_pdf/-char/ja

渡辺満久2014，『⼟地の「未来」は地形でわかる』，⽇経BP社､2014年

渡辺満久2016，六ヶ所断層周辺における海成段丘⾯の変形と地形発達，
活断層研究，44号，pp.1-8，2016
https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr/2016/44/2016_1/_pdf/-char/ja

渡辺満久2019，六ヶ所断層の評価に関する問題̶原⼦⼒規制委員会による
適正な審査のために（3），『科学』，Vol.89 No.12（2019年12⽉），岩波書店

準備書⾯（198），六ヶ所断層に関する⽇本原燃の⾒解と
これに基づく国の規制審査における判断に看過しがたい過誤・⽋落があること（１）
https://1mangenkoku.org/wp-content/uploads/
2023/06/junbishomen_198_rokkasho_fault_20230630.pdf

バーチャル核燃裁判（Zoom学習会）のお知らせ 10/21
https://1mangenkoku.org/news/20251007/
準備書⾯（214）六ケ所断層の存在と活動性を⽰す変動地形学上の根拠について
（準備書⾯（214）のプレゼン資料）
準備書⾯（220）原⼦⼒規制委員会の準備書⾯（26）への反論
̶ 層⾯すべり断層が六ヶ所断層の存在と活動を⽰すことの追加説明 ̶
（準備書⾯（220）のプレゼン資料）



核燃基礎講座No.６—10⽉24⽇のお知らせ
https://1mangenkoku.org/news/20231008/
「六ヶ所再処理⼯場と活断層」（上澤千尋）

渡辺満久
六ヶ所再処理⼯場周辺の活断層評価への疑問
2019年6⽉28⽇
【とめよう再処理！⾸都圏市⺠のつどい】
連続学習会「六ヶ所再処理⼯場の安全性を問う」第3回
https://www.youtube.com/watch?v=4EuD6qPvhE8

https://1mangenkoku.org/news/20231008/


予備







岩⽯海岸の地形

渡辺満久，⾃然地理，東洋⼤学通信テキスト



砂浜海岸の地形

渡辺満久，⾃然地理，東洋⼤学通信テキスト



海⾯変化と海成段丘の成因

渡辺満久『⼟地の「未来」は地形でわかる』所収の図3-10をもとに筆者作成

MIS（海洋酸素同位体ステージ）︓
海⽔中の酸素同位体の濃度⽐（ 18O/16O ）をもとにして作成した時代区分．
酸素18から構成される⽔（H2O）より、酸素16だけで構成される⽔の⽅が蒸発しやすい．


